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	応用
	抗原情報
	背景
	哺乳類ミトコンドリアリボソームタンパク質は核遺伝子によってコードされており、ミトコンドリア内でのタンパク質合成を助けます。ミトコンドリアリボソーム（ミトリボソーム）は、小さな28Sサブユニットと大きな39Sサブユニットで構成されています。ミトコンドリアリボソームのタンパク質とrRNAの比率は、原核生物リボソームの約75%と推定されていますが、原核生物リボソームではこの比率が逆転しています。哺乳類ミトリボソームと原核生物リボソームのもう一つの違いは、後者が5S rRNAを含むことです。種によって、ミトリボソームを構成するタンパク質の配列は大きく異なり、場合によっては生化学的性質も異なるため、配列相同性による識別は容易ではありません。この遺伝子は39Sサブユニットタンパク質をコードしています。 [RefSeq提供、2008年7月],類似性:リボソームタンパク質L17Pファミリーに属します。,組織特異性:副腎、乳腺、脂肪組織で検出されます。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

